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自分の大切な心とからだを守ろう！
「CAP

キャップ

・にいがた」ワークショップ
子どもたちが自分自身の力で、暴力や性虐待などの危険か
ら少しでも身を守ることができるようにと、2月19日、第二
幼稚園で「CAＰ・にいがた」によるワークショップ（全3回）
が行われました。
「CAP」とは、「子どもへの暴力防止プログラム」のことで、
年長組の児童を対象に、劇や手遊び、お話などを通して分か
りやすく、「私たちがいつでも『安心』して、『自信』を持ち
『自由』に生きることができる権利（人権）」や、お腹から低
く響くような声を出して助けを呼ぶ方法などを学びました。

▲里山で焼かれた炭や植物のつるで作られた作
品に、「よくできてるね」と感心の声も。
＊3月30日（火）まで開催

▲ワークショップ後、「CAP・にいがた」のメンバ
ーと話す子どもたち

▲大安寺にある坂口家の墓の前で手を合わせる参加者

カメラスケッチ

新津ゆかりの作家
坂口安吾を慕って「安吾忌」行われる
2月17日、大安寺の坂口家墓所で「安吾忌」が行われました。

「安吾忌」は、「堕落論」や「白痴」などで知られる新津ゆかりの
作家・坂口安吾を慕って、昭和63年から“新津安吾の会輕が続
けているもので、平成元年からは墓所前で開催しています。
あいにくの天気でしたが、地元の老人クラブからは温かい甘
酒が振る舞われ、参加者は白い息を吐きながら手を合わせて、
「坂口安吾の何とも言えない個性的な作品が好き」「これからも
毎年続けていきたい」と話していました。

佐藤 こずえさん（23歳、援助員）
知的障害者入所更生施設

「満日の里」（七日町）
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きちんと学んで、命の大切さ考えよう。
「性に関する親子学習会」
1月23日、金津小学校で、4年生の児童と保護者を対象
にした性に関する親子学習会が行われました。この学習会
は、子どもたちに“命の大切さ輕を伝えようと、助産師さ
んの有志による「Just蟋いのち！の会」が学校と協力して
市内で初めて行ったもので、男女の体の違いから赤ちゃん
誕生の仕組みなどについて授業が進められました。
助産師さん手作りの教材で、楽しく参加しながら正しい
知識を学んだ子どもたちからは、「自分の命はどんなに大
切か分かった」「保健の話は好きじゃないけど、この授業
は楽しかった」などの感想が聞かれました。
授業を行った助産師さんは、「私も子どものころに親か
ら教えてもらう機会がなかったので、保護者が構えて

．．．
しま

う気持ちがよく分かります。こういう活動がもっと広がっ
て、実のあるものになれば…」と話していました。

▲キルティング製の子宮の模
型から赤ちゃんが生まれると
ころを、クラスメイトが再現

蜻生まれる前の胎児の重さも、
人形で体験。「けっこう重い！」

おぎゃあ
おぎゃあ

～
～！！

好きです！ きれいなまち・新津

市民生活課
環境衛生係
蕕24－2111
内線232

ポイ捨てしま宣言!!
新津市内では、空き缶やタバコの
吸い殻、ガムなどのポイ捨てが、
条例により禁じられています。
※市民と市内通行者に適用

違反者には
指導・勧告・命令

…最終的には5万円以下の罰金

ポイ捨てしませんヨ!!

身近な自然・里山を歩こう

木もれ陽の遊歩道木もれ陽の遊歩道 都 市 整 備 課
公 園 緑 地 係
蕕24－2111
内線585

リフレッシュしに来ませんか？

にいつ丘陵の自然の香りが漂う
「森への誘

いざな

い作品展」開催中
2月1日、石油の世界館で、「森への誘い作品展」が
始まりました。この作品展は、にいつ丘陵の里山の応
援団として活躍しているNPO法人「にいがた森林

もり

の
仲間
とも

の会」の活動記録と、会員の作品を集めたもので、2階展示ス
ペースでは、木や松ぼっくり
などの木の実を素材にした素
朴でかわいらしい作品が来館
者を温かく迎えていました。


